
 

 

東
電
福
島
第
一
原
発
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
の
海
洋
放
出
中
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提
案
理
由
説
明 

岸
田
政
権
と
東
京
電
力
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
の
海
洋
放
出
を
８
月
２
４
日
か
ら

実
施
し
、さ
ら
に
今
月
下
旬
に
も
２
回
目
の

放
出
を
行
う
予
定
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

政
府
と
東
京
電
力
は
、
漁
業
者
ら
に
対

し
て
「
関
係
者
の
理
解
な
し
に
い
か
な
る

処
分
も
行
わ
な
い
」
と
の
約
束
を
交
わ
し

ま
し
た
が
、
こ
の
約
束
を
反
故
に
し
た
だ

け
で
な
く
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
を
今
後
３

０
年
に
も
わ
た
っ
て
海
洋
に
放
出
す
る
こ

と
を
、 

漁
業
者
ら
の
反
対
の
声
を
無
視
し

て
強
行
し
ま
し
た
。 

そ
も
そ
も
、
核
燃
料
が
溶
け
落
ち
た
デ

ブ
リ
に
接
触
し
た
水
を
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
処

理
し
て
も
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
、
セ
シ
ウ
ム
な
ど
の
放
射
性
物
質

も
「
基
準
以
下
」
と
は
い
え
、
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
水
を
、
処
理
し
た
と
は
い
え
海

に
流
す
こ
と
は
世
界
で
ど
こ
も
や
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
海
洋
放
出
さ

れ
る
放
射
性
物
質
の
総
量
を
政
府
は
明
ら

か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。 

専
門
家
か
ら
は
代
替
案
が
二
つ
出
さ
れ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
の
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
は
直
ち
に
中
止

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 
 ＊

意
見
書
案
は
、
翔
政
会
、
公
明
、
新
風
、 

新
市
民
ク
ラ
ブ
な
ど
の
反
対
で
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。 

        イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
・延
期
を

求
め
る
意
見
書
の
提
案
理
由
説
明 

来
月
１
０
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
売

上
高
１
０
０
０
万
円
以
下
の
個
人
事
業
主

や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
は
免
税
事
業
者
で

あ
り
、
消
費
税
納
入
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ

れ
ば
、
取
引
先
が
課
税
事
業
者
の
場
合
、
適

格
請
求
書(

い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス)

が
無

け
れ
ば
、
そ
の
取
引
先
は
消
費
税
納
税
に

お
い
て
、「
仕
入
れ
税
額
控
除
」
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行

で
き
る
の
は
課
税
事
業
者
だ
け
で
す
。
そ

の
た
め
免
税
事
業
者
は
課
税
事
業
者
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
免
税
事
業
者

の
ま
ま
で
い
る
こ
と
を
選
択
し
て
も
、
取

引
か
ら
排
除
さ
れ
た
り
、
消
費
税
分
の
値 

 

   

福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
の
海
洋
放
出
中
止
を
求
め
る
意
見
書
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
・延
期
を
求
め
る
意
見
書
を
提
案 
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て
い
ま
す
。
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
で
や
っ
て
い

る
よ
う
に
モ
ル
タ
ル
に
固
め
て
封
じ
込
め
る

案
、
も
う
一
つ
は
、
石
油
備
蓄
な
ど
で
使
わ

れ
て
い
る
大
容
量
タ
ン
ク
を
作
っ
て
保
管
す

る
案
で
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
代
替
案
は
、

海
洋
放
出
あ
り
き
、
で
真
剣
な
検
討
が
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
と
し
て
な
さ
れ

て
き
た
凍
土
壁
も
十
分
な
効
果
が
発
揮
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
れ
以
上
、
デ
ブ
リ
に
触
れ
て
汚

染
さ
れ
る
水
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
広
域
遮

水
壁
を
設
置
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
こ

ち
ら
も
真
剣
な
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

国
際
原
子
力
機
関
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
こ
れ
ら
の

代
替
案
は
全
く
検
討
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
海

洋
放
出
の
方
針
に
つ
い
て
は
「
推
奨
す
る
も

の
で
も
支
持
す
る
も
の
で
も
な
い
」
と
留
保

を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
加
え
て
３

０
年
に
も
及
ぶ
海
洋
放
出
に
よ
る
環
境
影
響

評
価
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
１
２
年
が
経
過

し
た
今
も
被
害
は
続
い
て
お
り
、
い
ま
だ
に

多
く
の
人
び
と
が
故
郷
へ
戻
れ
ず
、
被
害
者

へ
の
補
償
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。  

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
は
、
こ
れ

ま
で
地
元
漁
業
者
が
積
み
重
ね
て
き
た
努
力

を
台
無
し
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
加

工
・
輸
送
・
卸
業
や
観
光
へ
の
様
々
な
影
響

が
出
て
お
り
、
福
島
の
復
興
に
重
大
な
障
害

と
な
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
す
。
政
府
は
地

下
水
の
流
入
を
減
ら
す
た
め
の
有
効
な
手
立

て
を
と
る
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
の
海
洋

放
出
を
回
避
す
る
た
め
の
真
剣
な
検
討
と
対

策
を
行
う
べ
き
で
す
。 

下
げ
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 財

務
省
は
農
業
な
ど
を
除
く
免
税
事
業

者
の
内
、
約
１
６
１
万
事
業
者
が
課
税
事

業
者
と
な
る
と
想
定
し
、
年
間
増
収
額
が

２
４
８
０
億
円
に
上
り
、
１
事
業
者
当
た

り
の
平
均
負
担
増
加
額
は 

１
５
万
円
４

０
０
０
円
に
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
約
１
か
月
分
以
上
の
利
益
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
は
意
見
書
に

あ
る
よ
う
に
個
人
事
業
主
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
膨
大
な

層
に
及
び
ま
す
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
を
機
に
廃
業
を

検
討
す
る
事
業
者
は
、
軽
貨
物
ド
ラ
イ
バ

ー
の
４
割
超
、
建
設
業
１
人
親
方
の
約
１

割
、
ア
ニ
メ
声
優
の
約
３
割
、
に
上
り
ま

す
。
廃
業
の
増
加
、
成
長
意
欲
の
低
下
、

若
者
の
起
業
の
阻
害
等
、
地
域
経
済
の
衰

退
に
拍
車
を
か
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
、
経
営

難
と
な
っ
た
小
規
模
事
業
者
が
廃
業
し
、

そ
の
労
働
力
を
活
用
し
て
い
た
中
小
企
業

な
ど
は
仕
事
が
回
ら
な
く
な
り
、
納
期
遅

れ
や
最
悪
廃
業
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
小
規
模
事
業
者
の
経
営
難
は
人
手
不

足
、
労
働
力
不
足
に
拍
車
を
か
け
、
中
小

企
業
や
日
本
経
済
全
体
の
低
迷
に
つ
な
が

る
悪
循
環
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
考
え
る
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
会
」
は
９
月
４
日
３
６
万
人
を

超
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
を
政
府
に
提
出

し
ま
し
た
。
そ
の
署
名
は
そ
の
後
も
増
え

続
け
、現
在
５
４
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
行
わ
れ
た
ら
、
仕
事

や
く
ら
し
が
成
り
立
た
た
な
い
、
と
い
う

市
民
の
切
実
な
声
の
表
れ
で
は
な
い
で
し 

ょ
う
か
。
私
た
ち
は
こ
の
声
を
真
摯
に
受 

け
止
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で 

 

提案理由説明を行った  

倉茂政樹議員 

提案理由説明を行った   

鈴木 映議員 

【２面に続く】                    （１） 

９ 月 議 会 
最終本会議 
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を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
国
民
皆

保
険
制
度
の
維
持
と
任
意
取
得
の
観

点
か
ら
、
現
行
健
康
保
険
証
は
存
続

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
一
本

化
は
中
止
す
る
べ
き
で
す
。
以
上
の
趣

旨
か
ら
陳
情
第
１
７
号
及
び
陳
情
第

２
８
号
の
採
択
を
強
く
求
め
、
討
論
と

い
た
し
ま
す
。 

 

＊
陳
情
は
、
翔
政
会
、
公
明
、
新
風
、 

新
市
民
ク
ラ
ブ
の
反
対
で
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。 

 

 

健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
等

の
陳
情
に
対
す
る
賛
成
討
論
を
お
こ
な
う 

陳
情
第
１
７
号
「
健
康
保
険
証
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」
及
び
陳
情
第
２
８
号
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
わ
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
」
の
市
民
厚
生
常
任
委
員

長
報
告
は
、
い
ず
れ
も
不
採
択
で
し
た

が
、
採
択
を
求
め
て
討
論
を
行
い
ま

す
。 日

本
に
は
、
６
０
年
か
け
て
培
っ
て

き
た
国
民
皆
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。

加
入
す
る
保
険
組
合
の
責
任
で
、
被
保

険
者
に
健
康
保
険
証
を
交
付
す
る
義

務
が
あ
り
、
全
国
民
が
健
康
保
険
証
を

所
持
し
、
全
て
の
医
療
機
関
が
紙
等
の

健
康
保
険
証
で
対
応
で
き
る
仕
組
み

が
あ
り
、
医
療
を
受
け
る
権
利
が
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。 

国
は
、
２
０
２
４
年
秋
に
健
康
保
険

証
を
廃
止
す
る
改
定
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
を
強
行
し
ま
し
た
。 

現
時
点
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
有
率
は
７
割
、
保
険
証
登
録
率
は

約
５
割
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
提
示

は
、
僅
か
５
％
台
で
す
。
一
方
、
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
を
設
置
で
き
て
い
な
い

医
療
機
関
は
１
１
・
３
％
、
全
て
の
医

療
機
関
で
対
応
で
き
る
状
況
に
あ
り 

 

し
ょ
う
か
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
検
討
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
１
６
年
で
す
。
そ
の

後
２
０
２
０
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
２
０

２
２
年
ご
ろ
か
ら
物
価
高
騰
が
襲
い

ま
し
た
。
事
業
者
の
深
刻
な
経
営
難
、

経
済
の
低
迷
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
際
の
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資

の
返
済
が
本
格
化
し
、
倒
産
件
数
が
増

え
、
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
が
続
く
も

と
で
、
い
ま
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
開
始

す
る
必
要
が
ど
こ
に
あ
る
で
し
ょ
う

か
。 日

本
商
工
会
議
所
や
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
、
全
建
総
連
、
中
小
企

業
家
同
友
会
、
な
ど
の
中
小
企
業
団
体

や
税
理
士
団
体
も
「
凍
結
」「
延
期
」「
見

直
し
」
の
表
明
や
、
現
状
の
ま
ま
で
の

実
施
に
懸
念
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 

国
に
対
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
中

止
・
延
期
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
を
６

月
ま
で
に
２
０
７
議
会
が
採
択
し
ま

し
た
。
新
潟
市
は
９
９
％
が
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
で
あ
り
、
経
済
を

下
支
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
マ
ン

ガ
・
ア
ニ
メ
の
ま
ち 

に
い
が
た
」
等
、

芸
術
・
文
化
振
興
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
多
く
の
産
業
や
文
化
を
担
う

市
民
に
重
い
負
担
と
な
る
の
が
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
で
す
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
中
止
・
延
期
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 ＊
意
見
書
案
は
、
翔
政
会
、
公
明
、
新
風
、 

新
市
民
ク
ラ
ブ
の
反
対
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。 

 

（２） 

ま
せ
ん
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
一
体

化
を
強
引
に
進
め
て
き
た
結
果
、
マ

イ
ナ
保
険
証
に
別
人
の
情
報
を
登
録

す
る
な
ど
情
報
漏
え
い
と
い
う
重
大

な
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い

る
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、
ト
ラ
ブ

ル
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け
で
は
、
診
療
で

き
な
い
事
態
が
生
じ
で
い
ま
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人

の
意
志
に
基
づ
く
申
請
に
よ
る
任
意

取
得
が
原
則
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
、
健
康
保
険
証
と
の

紐
づ
け
を
奨
励
し
、
健
康
保
険
証
を

廃
止
す
る
こ
と
は
、
各
自
が
利
便
性

と
リ
ス
ク
を
比
べ
て
取
得
す
る
か
否

か
を
決
め
る
任
意
取
得
原
則
を
否
定

す
る
こ
と
に
成
り
ま
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

な
い
人
に
は
、
健
康
保
険
証
と
同
等

の
情
報
が
記
載
さ
れ
る
「
資
格
確
認

書
」
を
当
面
は
交
付
す
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
改
修
を

全
自
治
体
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
、
新
た
な
混
乱
を
引
き
起
こ
す
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
資
格
確
認

書
」
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
は
、5

年
毎
の

更
新
が
必
要
で
す
。「
申
請
・
更
新
」

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
て
も
「
無
保
険
」
扱
い
に
な

り
、
保
険
医
療
が
受
け
ら
れ
な
く
な 

 

り
ま
す
。 

ま
た
、
意
志
表
示
が
困
難
な
重
度
障

が
い
者
は
、
成
年
後
見
人
が
い
な
け
れ

ば
申
請
取
得
が
で
き
な
い
実
態
が
あ

り
、
障
が
い
者
を
置
き
ざ
り
に
す
る
制 

度
で
も
あ
り
ま
す
。 

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
で
医
療 

 
 

核
兵
器
禁
止
条
約
を
早
期
に
署
名
、
批
准
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
採
択 

９
月
議
会
最
終
日
の
２
８
日
の
本
会

議
で
、
政
府
に
対
し
、
核
兵
器
禁
止
条

約
を
早
期
に
署
名
、
批
准
し
、
第
２
回

締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

す
る
こ
と
を
求
め
た
意
見
書
が
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
の
倉
茂
政
樹
議
員
、
武
田
勝
利

議
員
を
は
じ
め
議
会
運
営
委
員
の
全

員
が
共
同
提
案
し
ま
し
た
。 

◆来年１０月から水道料金値上げの 
方向が説明される 
環境建設常任協議会で、水道局は、来年１０月か

ら水道料金を２割から３割引き上げる方向で検討

していると説明。党議員団は反対の立場です。 

 

  

原
発
処
理
水
の
海
洋
放
出
中 

止
を
求
め
る
意
見
書
案 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
・
延 

期
を
求
め
る
意
見
書
案 

健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め 

る
意
見
書
の
提
出
の
陳
情 

共 産 賛成 賛成 賛成 

翔政会 反対 反対 反対 

新市民 反対 反対 反対 

公 明 反対 反対 反対 

新 風 反対 反対 反対 

躍 動 賛 反反反 賛成 賛成 

ネット 賛成 賛成 賛成 

無所属 賛成 賛成 賛成 

 

◆
９
月
議
会
で
の
各
会
派
の
対
応 

※
新
風
は
維
新
・
国
民
系
、

躍
動
は
立
民
系

陳情の賛成討論を行った

飯塚孝子映議員 


